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町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

「
さ
つ
ま
＆
つ
る
た
に
ぎ
り
ま
ん
ま
塾

２
０
２
５
」と
題
し
た
今
回
の
交
流
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
郷
土
料
理
や
伝
統
工
芸
な

ど
に
触
れ
、
南
国
の
風
土
や
習
慣
の
違
い

を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
幅
広
い
視
野
と

寛
大
な
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

７
月
３１
日
、
国
際
交
流
会
館
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、成
田
光
成
君（
中

学
２
年
）、
笹
森
晃
希
君
（
中
学
３
年
）、

澁
谷
鉄
平
君
（
中
学
３
年
）
が
「
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
の
貴
重
な
経
験

を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、

友
だ
ち
を
つ
く
り
、
成
長
し
て
帰
っ
て
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
両
町
の
架

　

「
鶴
の
架
け
橋
交
流
」
は
、
合
併
前
の

旧
鶴
田
町(

つ
る
だ
ち
ょ
う)
（
現
在

の
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
）
と
当
町
が
「
鶴

田
町
」
と
い
う
同
じ
町
名
が
縁
で
平
成

９
年
に
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
て
以

降
、
両
町
の
活
性
化
を
目
指
す
た
め
、

幅
広
い
分
野
で
展
開
し
て
き
た
交
流
事

業
で
す
。

　

両
町
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
は
、「
未

来
の
翼
２
０
０
４
」（
平
成
16
年
）
で
、

当
町
の
子
ど
も
た
ち
４１
人
が
旧
鶴
田
町

を
訪
問
し
た
の
が
始
ま
り
。

　

今
回
の
「
鶴
の
架
け
橋
交
流
」
に
は

小
学
生
、
中
学
生
、
町
職
員
な
ど
22
人

が
参
加
。
７
月
３１
日
か
ら
８
月
３
日
の

４
日
間
の
日
程
で
６
年
ぶ
り
に
さ
つ
ま

け
橋
と
な
る
よ
う
南
国
の
友
と
存
分
に
交

流
を
楽
し
ん
で
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

家
族
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
18
人
の
子
ど

も
た
ち
が
期
待
と
不
安
を
胸
に
鶴
田
町
か

ら
約
２
，
０
０
０
㎞
離
れ
た
さ
つ
ま
町
へ

出
発
し
ま
し
た
。

　

３
泊
４
日
の
滞
在
中
、
同
世
代
の
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
宿
泊
。

竹
と
ん
ぼ
や
ウ
グ
イ
ス
笛
づ
く
り
、
金
魚

ね
ぶ
た
制
作
、河
川
体
験
な
ど
を
通
し
て
、

両
町
の
文
化
を
互
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

全
員
が
初
め
て
の
河
川
体
験
で
は
、
水
の

キ
レ
イ
さ
に
驚
き
、
魚
を
間
近
で
見
ら
れ

て
感
動
し
た
様
子
。
魚
を
捕
ま
え
よ
う
と

夢
中
で
追
い
か
け
て
い
る
姿
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
ま
し
た
。
夜
は
、
夏
祭
り
に
参

加
し
、
さ
つ
ま
町
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
作
っ
た
金
魚
ね
ぶ
た
を
持
っ
て
、
カ
ネ

や
太
鼓
を
鳴
ら
し
た
り
、
ハ
ネ
ト
に
な
っ

た
り
し
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
が
両
町
の
文
化
や
習
慣
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
友
情
と
絆
を

育
ん
で
き
ま
し
た
。

鶴
の
架
け
橋
交
流
事
業

「
さ
つ
ま
＆
つ
る
た
に
ぎ
り
ま
ん
ま
塾
２
０
２
５
」

子
ど
も
た
ち
が
結
ぶ
両
町
の
友
情
と
絆

▲鶏飯
12

3
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① 何つかまえたの？興味津々、 川での学びと発見① 何つかまえたの？興味津々、 川での学びと発見

② 高く飛べ！空に向かって竹とんぼ飛ばし大会② 高く飛べ！空に向かって竹とんぼ飛ばし大会

③ 初めての鶏飯 （けいはん） に舌鼓③ 初めての鶏飯 （けいはん） に舌鼓

④ さつま町の太陽と大地が育んだ、 極上のぶどうを味わう④ さつま町の太陽と大地が育んだ、 極上のぶどうを味わう

⑤ ⑤ うぐいす笛作り　うまく鳴るかな？ドキドキしながら吹いてみたうぐいす笛作り　うまく鳴るかな？ドキドキしながら吹いてみた

⑥ 青森県の伝統！みんなで楽しく金魚ねぶた制作⑥ 青森県の伝統！みんなで楽しく金魚ねぶた制作

⑦ 桜島をバックに記念撮影⑦ 桜島をバックに記念撮影

⑧ 澄んだ水に大興奮！笑顔いっぱいの河川体験⑧ 澄んだ水に大興奮！笑顔いっぱいの河川体験

⑨ みんなで協力して焼いたお肉は格別！⑨ みんなで協力して焼いたお肉は格別！

さつま町訪問団

澁谷　徠依工藤　瑠々羽 須藤　花

葛西　来三橋　穂乃花 小関　翔瑛

坂本　一馬笹森　晃希木村　琉伽

坂本　涼丞石岡　蕾治 小関　徹朗

成田　光成木村　藍里 太田　怜亜

小関　愛乃 澁谷　鉄平

長尾　俊幸

長尾　俊幸

４

５

６

７

８

９
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　山道町内会（一戸秀久会長）は8月31日、9月20日～ 22日のお山参詣に先立ち、弘前市の岩木山神社に町内

会で制作した大しめ縄を奉納しました。

　山道町内会による大しめ縄の奉納は、記録が残っている1968年（昭和43年）から3年に1度行われており、50

年以上の伝統があります。この日は山道町内会の関係者や町民など約80人が参加。参加者たちは長さ約40ｍ、

重さ約200kgほどの大しめ縄を掲げ、笛や太鼓で奏でる「登山囃子」に合わせて、「サイギ、サイギ」と独特

のかけ声を響かせながら拝殿に向けて参道をゆっくりと上っていました。そして神社に到着後、五穀豊穣な

どを祈ったあと、拝殿の正面に大しめ縄を取り付けました。

　大しめ縄は山道町内会の先人が編み出した独自の制作方法です。

　大しめ縄の制作は、今年の3月の稲わらのミゴ取りから始まり、

6月から本格的な制作を開始し、約2カ月かけて編み上げました。

独自の制作方法を

絶やさず継承

① ミゴ取り

② �ミゴを反物を織るように編

み込んでいく

③� �中心が太い袋状になるよう

に稲わらを入れる

④ �③を3つ組み合わせてひとつ

の大しめ縄に

⑤ 綱打ち

山道町内会大しめ縄奉納山道町内会大しめ縄奉納
～五穀豊穣 ・ 家内安全を願い～～五穀豊穣 ・ 家内安全を願い～

1 2 3
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　9月 25日（木）、秋の全国交通安全運動の一環として、交通事故防止の徹底を図るため「交通安全早朝街頭啓発」

が町内の主要交差点で行われました。

  当日は雨がぱらつく中、関係団体の皆さんもたくさん参加しておられましたが、議会からは、副議長の私と小

関優議会運営委員長が参加し、タスキをかけて道行く車に交通安全を呼びかけました。

  また、登校する子ども達に「おはようございます」、「車に気をつけて」と声がけを行い、横断歩道を渡る子ど

も達の安全を見届けました。

  交通事故のない安心安全な鶴田町を目指し、議会としても取り組んでいきたいと思いますので、町民の皆さん

も交通安全の徹底をよろしくお願いいたします。

つるたまち議会活動報告つるたまち議会活動報告 VOL.16（文責：副議長　蒔苗 愛子）

青森県青森県でで里親里親にになりませんか？なりませんか？
～短期からの受け入れ可能です～

　自分の家庭に迎え入れ養育する「里親」になってくれる方を募集しています。

数日間などの短期間からでも受け入れができます。里親としてこども達を支えて

みませんか？

　興味のある方は里親支援センター弘前までご連絡ください。

開催日 時間 場所 定員 予約締切日

11月19日（水）
10：00～ 11：30 日本海拠点館 1階 冬の広場

（鰺ヶ沢町大字舞戸町字北禿181）

80名 11月17日（月）

17：00まで13：30～ 15：00 80名

11月20日（木）
10：00～ 11：30

五所川原合同庁舎2階

五所川原税務署会議室

（五所川原市大字唐笠柳字藤巻507-5）

50名

11月18日（火）

17：00まで

13：30～ 15：00 50名

11月21日（金）
10：00～ 11：30 50名

13：30～ 15：00 50名

年末調整における年末調整における

所得税の基礎控除見直し等所得税の基礎控除見直し等に関する説明会に関する説明会

　五所川原税務署では、年末調整における所得税の基礎控除の見直し等に関する説明会を開催いたします。

※事前予約制での開催となっておりますので参加を希望される場合は、申込先までご連絡ください。

※会場の駐車場には限りがありますので、ご来場の際には公共交通機関等をご利用ください。

■問い合わせ ・ 申込先 ： 五所川原税務署　法人課税部門　☎ ： 0173-34-3279

■問い合わせ先 ： 里親支援センター弘前　☎ ： 0172-31-6010

10月は里親月間

日時

鶴田町歴史文化伝承館 展示ギャラリー　☎ ： 0173-22-2692

※展示期間は都合により変更となる場合がございますので、予めご了承ください。

場所

歴史文化伝承館イベント歴史文化伝承館イベント

10 月 18 日 （土） ～ 10 月 30 日 （木）　9 ： 00 ～ 16 ： 00

【鳥好き仲間による写真展】

津軽富士見湖周辺のいきものたち with つがるのいきものたち

5 広報つるた　No.780



ワ マ ラ ソ ン

ス テ ニ ス ハ

イ キ カ ラ テ

エ タ ー リ レ

イ ラ グ ビ ー

 ークワードに挑戦シ

　10月といえばハロウィン！下の文字から

縦・横・斜めに隠れている、ハロウィンのキー

ワードを6つ消してください。残った5文字を

組み合わせた言葉が答えです。

応募締切

11/4
（火）

必　着

◎賞品提供

　道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」

イ タ ズ ラ カ

カ オ バ ケ コ

ボ カ ブ ス ウ

チ シ プ ン モ

ヤ レ イ サ リ

【クイズの解き方】

　はがきに答え、住所、 氏名（未成年の方は保護者名も記入）、

年齢と広報に対するご意見やご感想などを書き添え、次の宛先

までお送りください。

　〒 038-3595　鶴田町大字鶴田字早瀬 200-1

　鶴田町役場企画交流課　計画係　行

　正解者の中から抽選で、鶴の里あるじゃより、あるじゃで使

える「スチューベンチョコサンドクッキー（小）引換券」と町

より「つるりんグッズ」を5名様にプレゼントします。 

応募方法

★ 9 月号の答え 【シークワード 9月号の解答】

「ハレワタリ」 
○キーワード（スポーツ）

【9 月号当選者 （応募総数 20 通）】

PN「カスタード」さん、

工藤歩己さん、田村晶子さん、

PN「りゅう」さん、三浦しのぶさん

マラソン、スキー、テニス、

スイエイ、カラテ、ラグビー

▲�10月号クイズ景品

　「スチューベンチョコサンドクッキー（小）」

　今月のクイズ賞品　今月のクイズ賞品

交番あんぜん ・ あんしん通信交番あんぜん ・ あんしん通信

 夕暮れ時 ・ 夜間の交通事故の防止 

　これからの季節は日没が早まり、夕暮れ時から夜間に

かけ、交通事故が増加する傾向にあります。

　この時間帯は、周囲の視界が徐々に悪くなり、ドライ

バーや歩行者の発見が互いに遅れたりします。

許しません！不正軽油許しません！不正軽油

■問い合わせ先

　青森県西北県税事務所　課税課　

　☎0173-34-2111（内線207）

　不正軽油の製造、販売および使用等は脱税行

為であり、罰則として、10年以下の懲役や 3億

円以下の罰金に処せられます。

　また、不正軽油は適正な納税秩序を阻害する

だけでなく、環境破壊の原因にもなる悪質な行

為です。

次のような不正軽油に関する情報がありまし
たら、 下記までご連絡を！

○�夜間や早朝に不審なタンクローリーが

頻繁に出入りしている。

○�軽油と他の油種（灯油、重油）を混ぜ

て使用・販売している。

○著しく安価な軽油を売り込みにきた。

○�自動車の燃料に灯油や重油を使用して

いる。

- 夕暮れ時から夜間の事故防止ポイント ｰ

●交差点の右折車両 （右折先を十分に照らせない）

　車のヘッドライトは、歩行者が思っているほど

右側を照らしていません。そのため歩行者に気付

かないことがあります。

・ドライバー：�右方には特に注意して車の特性を踏

まえて運転

・歩　行　者：�「ドライバーから見えていないかもし

れない」と考え、車の動きに注意

●�明るい目立つ色の服や反射材を直用

　夕暮れ時・夜間に外出するときは、反射材用品

の着用が効果的です。

　「反射材を着用している歩行者」 は「着用してい

ない歩行者」よりも2倍以上手前で発見できると言

われています。
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コ
ス
モ
ス
は
ピ
ン
ク
が
い
い
な
花
畑優

愛

猫
じ
ゃ
ら
し
風
に
ゆ
ら
ゆ
ら
通
学
路

心

美

秋
の
蝶
花
輪
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上
で
ひ
ら
ひ
ら
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ミ
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織
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信
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鶴
田
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ら
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鶴
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鶴
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い
こ

と
ば
か
り
選
ぶ
に
困
る

　

　

　

　

　

　

永

沢

忠

義

秋
立
ち
て
鈴
虫
の
音
よ
お
盆
ゆ
き
時
折

り
の
風
ひ
ま
わ
り
の
庭

三

浦

悦

子

古
古
米
が
国
を
駆
け
巡
る
我
々
の
農
夫

が
汗
し
た
旨
い
米
な
ん
だ

9月30日現在（前月比）

人口 11,271 人 （－ 21人）

男 5,259 人 （－　9人）

女 6,012 人 （－ 12人）

世帯  5,298 （－ 12）

出生 2 人 転入 14 人

婚姻 2 組 転出 17 人

死亡 20 人

（9月届出分：敬称略）

※�この欄に載せたくない方は、

届け出の際に戸籍住民係へ

申し出てください。

町 　 名 死亡者名 年齢

あさひ町 楠美　京子 90

桂 井 山形　昭雄 71

寺 町 一戸　利榮 87

沖 菊地　利三 84

掛 元 澁谷　良子 90

公園通り 成田　れつ 84

新 田 子 安田　フセ 95

山 道 小野寺洋子 71

鷹 ノ 尾 黒滝　敎導 92

相 原 町 吉田はつゑ 96

尾 原 成田　やな 93

亀 田 齊藤　幹男 95

大 性 一戸　たつ 100

ごめい福を祈ります

※�住民票や戸籍証明書の発行、

戸籍の届け出の際には、本

人確認が必要です。

　�窓口にお越しの際は、運転

免許証、マイナンバーカー

ドなどの写真付きの本人確

認ができるものをお持ちく

ださい。

お誕生おめでとう

町　 名 氏　　名 保護者

鶴 泊 三浦　橙
と う り

莉 （恭嗣） 

菖 蒲 川 今　美
み い な

梛 （唯斗） 

戸 籍 の 窓

　伊坂幸太郎デビュー

25周年に贈る「幸せ」

な短編集です。

パズルと天気
著 ： 伊坂　幸太郎

公民館図書室情報局

＼新着本の紹介／
・ ゼロの迎撃 /　著：安生 正

・ �乱丸 （上 ・ 下） /著：宮本 昌孝

・ �しだれ桜恋心中 /著：松浦 千恵美

・ �わりなき恋 /著：岸 惠子

こ
れ
し
き
と
思
い
躓
く
ナ
イ
ア
ガ
ラ

工
藤
ま
さ
ひ
ろ

誠

也

い
わ
し
雲
泳
い
で
い
く
よ
空
の
海

　

　

　

　

　

　

　

さ

く

ら

天
窓
を
額
縁
と
し
て
昼
の
月

　

　

　

　

　

　

　

　

落

葉

大
海
の
ご
と
く
波
打
つ
稲
穂
か
な

樹

嶽
き
み
の
天
ぷ
ら
へ
塩
ひ
と
つ
ま
み

　

　

　

　

　

　

刃

心

■�

た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ　

事
務
局　

　

☎ 

０
１
７
３
（
22
）
６
３
４
１

ご結婚おめでとう
町　名　　　　  氏　　名 

鷹ノ尾

つがる市 （
成田　泰斗

木村　佳奈（

【図書リクエスト】
　公民館図書室で未所蔵の資料について、

リクエストを受け付けています。

　詳しくは公民館へお問い合わせください。
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10月の町税等納期

○上下水道料金 10月分　 【10/21(火）】

○町営住宅使用料 10月分【10/27(月）】

○町・県民税 3期　　　　【10/31(金）】

○国民健康保険税 4期　　【10/31(金）】

○介護保険料 4期　　　　【10/31(金）】

○後期高齢者医療保険料 4期　　　　

 　　　　　　　　　　 　【10/31(金）】

※【　　】納期限日

行政 ・ 人権相談

　町では、町民の皆さんの行政に

対する意見や要望、日頃生活する

上での困り事など、さまざまな内

容の相談を受けるための行政相談

と人権相談を行っています。

■期　　　日　11月10日（月）　　

■相談時間　午前10時〜午後3時　

■場　　　所　�国際交流会館1階 

　　　　　　101会議室

　

地
域
産
業
の
振
興
・
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
内
で
新
た

に
創
業
す
る
方
ま
た
は
事
業
承
継
を

行
う
方
（
個
人
事
業
主
・
法
人
）
に

対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
２

月
28
日
ま
で
に
町
内
で
新
た
に
創
業

し
、
事
業
開
始
が
確
実
で
あ
る
方

②�

町
内
で
、
事
業
承
継
を
行
う
譲
受

側
の
方
で
令
和
６
年
４
月
１
日
～

令
和
８
年
２
月
28
日
ま
で
に
事
業

承
継
手
続
き
を
行
い
、
終
了
さ
せ

る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、

現
業
の
規
模
拡
大
等
の
新
た
な
取

組
を
行
う
方

※�

事
業
を
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
町
商
工
会
の
会
員

と
な
り
、
町
商
工
会
の
継
続
的
な

経
営
指
導
等
を
受
け
る
こ
と

▽
助
成
金

　

１
件
あ
た
り
10
万
円

▽
受
付
期
限

　

令
和
８
年
３
月
13
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先

　

商
工
観
光
課 
商
工
係

　

（
内
線
２
５
１
）

　

宅
地
建
物
取
引
士
、
住
ま
い
ア

ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
建
築
士
）、

司
法
書
士
の
相
談
員
が
中
立
的
な

立
場
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
事
前
予
約
可
（
予
約
優
先
）

▽
相
談
内
容

　

空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る
相
談
。

適
正
管
理
や
有
効
活
用
、
住
宅
に
関

す
る
相
談
な
ど
。

▽
弘
前
会
場

　

11
月
１
日
（
土
）
10
時
30
分
～
14
時

　

弘
前
市
民
文
化
交
流
館
（
ヒ
ロ
ロ

３
階
）

▽
五
所
川
原
会
場

　

11
月
１
日
（
土
）
10
時
30
分
～
14
時

　

五
所
川
原
市
民
情
報
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
黒
石
会
場

　

11
月
22
日
（
土
）
10
時
30
分
～
14
時

　

黒
石
市
役
所
わ
の
ま
ち
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

青
森
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　

☎ 

０
１
７
（
７
２
２
）
４
０
８
６

　

中
高
年
・
シ
ニ
ア
の
雇
用
に
積
極
的

な
企
業
の
担
当
者
が
、
会
社
概
要
・
求

人
内
容
・
仕
事
内
容
を
ご
説
明
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

45
歳
以
上
の
就
職
活
動
中
の
方

▽
参
加
企
業

　

各
会
場
15
社
程
度

▽
会
場
・
日
時

【
青
森
会
場
】

　

10
月
24
日
（
金
）
13
時
30
分
～
16
時

　

ア
ウ
ガ
５
階　

A
V

多
機
能
ホ
ー
ル

【
弘
前
会
場
】

　

10
月
28
日
（
火
）
13
時
30
分
～
16
時

　

ヒ
ロ
ロ
４
階　

弘
前
市
民
文
化
交

流
館
ホ
ー
ル

※
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
「
採
用
に
つ
な
が

る
応
募
書
類
の
ポ
イ
ン
ト
」
も
開
催

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
令
和
７
年
10
月
24
日

（
金
）
に

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
一
時
停
止
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
・

印
鑑
登
録
証
明
書
の
取
得
は
で
き

ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
サ
ー
ビ
ス
再
開

　

�

10
月
25
日
（
土
）
６
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課 

戸
籍
住
民
係

　

（
内
線
１
５
３
・
１
５
５
）

▽
事
業
目
的

▽
職
種
お
よ
び
募
集
人
員　

　

除
雪
運
転
手　

若
干
名

▽
応
募
資
格

①�

鶴
田
町
に
住
所
を
有
し
、
中
型
自

動
車
・
大
型
特
殊
自
動
車
運
転
免

許
証
お
よ
び
車
両
系
建
設
機
械
運

転
講
習
修
了
証
を
有
す
る
方

②
道
路
除
雪
の
経
験
の
あ
る
方

③
冬
期
間
、
継
続
し
て
業
務
に
従
事

　

で
き
る
方

▽
契
約
期
間

　

令
和
７
年
12
月
～
令
和
８
年
３
月

▽
申
込
方
法

　

申
込
書
・
資
格
免
許
証
等
の
写
し
を

11
月
28
日

（金
）
ま
で
提
出

※
申
込
書
は
建
設
整
備
課
に
設
置

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
整
備
課 

土
木
係

　

（
内
線
２
８
５
）

　町の防災行政無線では、災害情

報や町のイベント情報などを町民

の皆さまに周知しています。

　放送内容が聞き取れなかった場

合、下記の方法で確認できます。

防災無線を聞き逃したら！

◆電話で確認

　☎ ： 0173-23-2333
◆町ホームページで確認

　http://www.town.tsuruta.lg.jp/

空
き
家
の
相
談
会

（無
料
）

町
臨
時
除
雪
職
員
を
募
集
！

令
和
７
年
度 

鶴
田
町
創
業
等
応

援
助
成
金

中
高
年
・
シ
ニ
ア
の
た
め
の
合
同

企
業
説
明
会

（45
歳
以
上
対
象
）

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

一
時
停
止
い
た
し
ま
す

82025年（令和7年）10月号



 【有料広告】	

▽
場
所

　

青
森
少
年
鑑
別
所

　

（
青
森
市
金
沢
１-

５-

３
８
）

▽
内
容

　

少
年
鑑
別
所
や
職
員
の
業
務
説

明
、
施
設
見
学
、
性
格
診
断
テ
ス
ト

お
よ
び
質
疑
応
答

▽
定
員

　

20
人
（
先
着
順
）

※�

少
年
鑑
別
所
は
、
非
行
の
あ
る
少

年
の
問
題
性
を
明
ら
か
に
し
た

り
、
非
行
・
犯
罪
や
問
題
行
動
等

で
お
悩
み
の
方
の
心
理
相
談
・
教

育
支
援
活
動
を
行
う
施
設
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

青
森
少
年
鑑
別
所　

庶
務
課

　

☎
０
１
７
（
７
７
６
）
５
１
１
８

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

あ
お
も
り

　

☎
０
１
７
（
７
２
３
）
６
３
５
０

▽
募
集
職
種

　

行
政
職
１
名
（
一
般
事
務
）

　

福
祉
職
２
名
（
障
が
い
児
支
援
）

▽
身
分

　

地
方
公
務
員
（
一
部
事
務
組
合
職
員
）

▽
受
験
資
格

　

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
（
詳
細
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

▽
試
験
日

　

令
和
７
年
12
月
14
日
（
日
）

▽
試
験
内
容

　

教
養
試
験
、
適
応
性
検
査
、
論
文

試
験
、
面
接
試
験

▽
受
付
期
間

　

10
月
20
日
（
月
）
～
11
月
28
日
（
金
）

　

試
験
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合

　

☎ 

０
１
７
３
（
26
）
３
１
０
０

　

少
年
鑑
別
所
の
業
務
お
よ
び
地
域

の
非
行
・
犯
罪
防
止
に
つ
い
て
、
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
施
設
見

学
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

　

11
月
８
日
（
土
）
10
時
～
11
時
30
分

【QR コード】

　iPhoneの方　　　　Androidの方

問 ： 青森県赤十字血液センター　

　　☎ 017-741-1512

●日程 ： 11月 30日（日）

　　　　12月 1日（月）～ 2日（火）

●受付 ： 8：00～ 10：30

●場所 ： 鶴遊館

●健 （検） 診料 ： 無料

★�今年度から冬期総合健診でも肺が

ん・結核検診を行います。

★�今年度対象で夏期総合健診、巡回

肺がん・結核検診を受けられなか

った方は、冬期総合健診をぜひご

利用ください。

★�健（検）診の申込みは随時受付し

ています。お気軽にお問い合わせ

ください。

　安定的な輸血を行うため、皆さま

のご理解とご協力をお願いします。

●日時 ： 10月 30日（木）

10：00～ 12：00、13：15～ 16：00

●場所 ： 豊明館

●対象年齢 （400ml 献血基準）

　男性17歳～ 64歳

　女性 18歳～ 64歳

※ �60歳～ 64歳に献血された方は 69

歳まで可能

※男女とも体重 50㎏以上の方

★�献血した方には粗品のプレゼント

★�令和 8年 1月 4日をもって献血カ

ードの発行・更新が終了します。

今後は、献血Web会員サービス「ラ

ブラッド」をご利用ください。ア

プリから事前予約が可能です。

献血のお知らせ

　町のがん検診（胃・大腸・肺・乳・

子宮）、ピロリ菌抗体検査を受けて要

精検となった場合、精密検査料の一

部を助成します。

　要精検となった方は、早めに受診

してくださるようお願いします。

●助成額：上限8,000円

●申請期限：令和8年 3月 31日まで

※�がん精密検査は検査費用のみ対象

で、治療費は含まれません。

※�ピロリ菌精密検査は検査費用と、

必要とされた場合の除菌治療費（薬

局分）も対象となります。

町の保健だより
： 子ども健康課　健康推進係

がん検診、 ピロリ菌抗体検査

精密検査の助成について

問

青
森
少
年
鑑
別
所　

施
設
見
学
会

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
職
員

募
集

（令
和
８
年
４
月
１
日
採
用
）

「冬期総合健診」 のお知らせ
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こちら町の情報局

消防車両等を売却します！

▶日時 ： 11 月 13日（木）　10：00　　　　　▶場所 ： 消防本部2階　会議室

※�詳細はお問い合わせください。売却内容については、ホームページでもご確認できます。

車両 年式 ミッション 予定価格 車検満了日 ・ 車両状態

①いすゞ　

　ポンプ車
H16.3 ＭＴ 244,300 円

・車検満了 R8.3.21

・経年劣化や使用に伴う傷や錆、汚れ等あり

・�トランスミッションのギアの一部に欠けあ

り、交換修理を必要とする

②�川崎

　ショベルローダ
H8.11 ÅＴ 1,790,000 円

・車検切れ

・経年劣化や使用に伴う傷や錆、汚れ等あり

▼売却方法

一般競争入札により売却(予定価格以上の最高額で入札した方に、その金額で売却)

▼入札参加受付および物件の説明等

入札参加を希望される方は入札参加申込書を提出し、物件の説明と関係書類の配布を受けてください。

（物件の説明を受けた後に申し込んでもかまいません）

※�入札受付申込書：消防本部総務課で交付、またはホームページからダウンロード

▼入札申込期限 ・ 申込場所 （※�入札参加申込書を提出していない方は、 入札に参加できません。）

▶期限 ： 11 月 7日（金）まで（受付時間：9：00～ 12：00、13：00～ 16：00　閉庁日を除く）

▶場所 ： 消防本部　総務課

▼入札および開札

①いすゞ　ポンプ車 ②川崎　ショベルローダ

組合 HP

■問い合わせ ・ 申込先 ： 五所川原地区消防事務組合消防本部　総務課　☎ ： 0173-35-4382

所　属 電話回線不通時間 （予定） 代替電話番号 【対応署】

消防本部　

五所川原消防署
11月 2日（日）　17：00～ 19：00

☎：0173-57-2370

【北部中央消防署】

小泊分署 10月16日（木）　13：00～ 15：00

☎：0173-35-2027

【消防本部指令課】

北部中央消防署 10月23日（木）　17：00～ 19：00

東分署 10月27日（月）　13：00～ 15：00

金木分署 10月30日（木）　13：00～ 15：00

市浦分署 11月 6日（木）　13：00～ 15：00

鶴田消防署 11月25日（火）　17：00～ 19：00

　当組合では下記の日程のとおり、ひかり電話への切替工事を行うため工事中は電話が一時不通となり

ます。ご用件がある方は下記の代替電話番号へ連絡くださいますようお願いいたします。

ひかり電話切替工事に伴う　電話回線の一時不通ひかり電話切替工事に伴う　電話回線の一時不通

五所川原地区消防事務組合より

■問い合わせ先 ： 五所川原地区消防事務組合消防本部　指令課　☎ ： 0173-35-2027
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こちら町の情報局

　在職中の方を対象に、より高度な技能や資格取得を

目的に技能検定対策講習を実施します。

在職者訓練受講者募集在職者訓練受講者募集

冷凍空気調和機器
施工技能検定試験対策講習

訓練日時　　　 ： 12月 16日、17日、18日　

　　　　　　　9：00～ 16：00

受講料 ・ 定員 ： 1,600円・10名

募集期間　　　 ： 10月 20日～ 11月 21日

■問い合わせ先 ： 青森県立弘前高等技術専門校　☎ ： 0172-32-6805　メール ： hi-gisen@pref.aomori.lg.jp

場　　所 ： 弘前高等技術専門校

　　　　　（弘前市緑ヶ丘1-9-1）

申込方法 ： メールまたは郵送で申し込む

※�申込書はホームページからダウンロード

 建築大工技能検定実技試験対策講習 

訓練日時　　　 ：【現寸図・墨付】�12月 2日、4日、8日、

10日、12日

　　　　　　　【加工・組立】　　�1月14日、16日、19日、

21日、23日　

　　　　　　　18:00～ 21：00

受講料 ・ 定員 ： 各 1,300円・各 10名

募集期間　　　 ：【現寸図・墨付】11月 4日～ 11月 10日

　　　　　　　【加工・組立】　 11月 4日～ 12月 8日

 共通事項 

　厚生労働大臣認定の求職者支援訓練を開講しま

す。訓練期間中から修了後にわたって、ハローワ

ークと訓練施設が積極的に就職支援を行います。

転職 ・ 再就職 ・ スキルアップを応援！

職業訓練を受けませんか？職業訓練を受けませんか？

 職場で活きるパソコン実務科 

日時　 ： 12月 3日～令和 8年 3月 3日　9：10～ 15：50

受講料 ： 無料（テキスト代は自己負担）

場所　 ： キャリアスクールＩ・Ｍ・Ｓ　　募集期限 ： 11月 4日まで

■問い合わせ先 ： ハローワーク五所川原　☎ ： 0173-34-3171

令和７年度秋の火災予防運動

設置から10年を経過した住宅用火災警報器は

部品の寿命や電池切れなどで検知しなくなることがあります。

定期的な点検

不備がある場合は本体または電池の交換をしましょう。

■問い合わせ先 ： 五所川原地区消防事務組合　鶴田消防署　予防係　☎ ： 0173-22-2131

- 実施期間 -

10 月 20 日 （月） ～１０月２6 日 （日）

空気が乾燥し火災が発生しやすい季節です空気が乾燥し火災が発生しやすい季節です

火の元と取り扱いには十分注意しましょう火の元と取り扱いには十分注意しましょう

命を守る住宅用火災警報器を設置 ・ 点検してますか？
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 【有料広告】	

　町では、20歳の皆さんを祝福し激励するとともに、大人としての自覚を促すことを目的に、令和 7年

度「鶴田町二十歳の集い」を次のとおり開催します。

■問い合わせ先 ： 鶴田町役場 （教育委員会）　☎ ： 0173-22-2111 （内線212）

令和7年度令和7年度 「鶴田町「鶴田町二二
は た ちは た ち

十歳十歳の集い」の集い」 をを開催開催

鶴田町国際交流会館ホール

令和 8 年 1 月 3 日 （土） 14 ： 00 ～

平成 17 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1 日生まれの方

場 所

日 時

対 象 者

申込方法 ・町内在住の方【11月1日時点で町に住所がある方】
　11月上旬に案内状を発送します。

・ 町外にお住まいの方
　参加をご希望の方は、下記担当まで直接お申込みください。

マイナンバーカード休日窓口マイナンバーカード休日窓口

事前予約が必要です。※予約がない日は閉庁します

・ マイナンバーカードの申請 ・ 受取

・ 電子証明書の更新

・ 暗証番号の変更、 再設定

問 ： 住民環境課 戸籍住民係　　☎ ： 0173-22-2111

１１月 ８日 （土）

9 ： 00 ～ 12 ： 00

予約受付

内

容

次
回
開
催

ひろみちお兄さんのひろみちお兄さんの

親子体操教室＆親子体操普及員養成講座親子体操教室＆親子体操普及員養成講座
▶場所 ： 青森県武道館（弘前市豊田2-3）

▶申込 ： 11月 7日（金）までに、Eメール、FAX、郵送で申し込む

※詳しくは青森県医師会健やか力推進センター
共通事項

■問い合わせ ・ 申込先 ： 青森県医師会健やか力推進センター　

☎ ： 017-763-5590　FAX ： 017-763-5591　Eメール ： sukoyaka-kensyu2@lily.ocn.ne.jp

　親と子が協力または競い合いながら体を動か

し、心と体の健康度を上げる体操（運動）教室

ホームページ

全国体操親子体操

▶日時 ： 11 月 24日（月祝）10：30～ 12：00

▶対象 ： �県内在住の未就学児（3～ 6歳）とその

保護者

▶定員 ： 200 組

▶費用 ： �親子1組 1,000円、追加申込 1名 500円（保

険代込み）

　親子体操の普及と子育て世代や子どもの健

康づくりを目的とした養成講座

▶日時 ： 11月 23日（日） 　9：30～ 16：30

　　　　11月 24日（月祝）9：00～ 16：00

▶対象 ： 親子体操の普及に意欲のある方

▶定員 ： 現地150人、オンライン 200人

▶費用 ： 5,000円

全国体操親子体操普及員養成講座
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えびと豆腐のあんかけえびと豆腐のあんかけ

　油を使わずに作る低カロリーの料理です。塩分控えめですが、生姜の

味がきいていておいしく食べられます。ぜひお試しください。

食改
おすすめ
レシピ

1人分：166kcal　食塩相当量1.2g　野菜の量75g

地場産品を使った料理/食生活改善推進協議会「みつば会」監修

◆作り方
① �えびは背ワタがあれば竹串などで除き、片栗粉（分量外）をまぶし

て水洗いし、水気をよく拭く。チンゲン菜は葉の部分2㎝長さに切り、

茎の部分は幅1㎝、長さ4㎝に切る。豆腐は水切りをし、2㎝角に切る。

しょうがは皮をむき、千切りにする。片栗粉は同量の水で溶いてお

く。

② �鍋にＡとしょうがを入れ火にかけ、沸騰したら豆腐とえびを入れて

中火にする。えびの色が変わったら、チンゲン菜の茎を入れ、1分

30秒ほど煮たら葉を入れ、しんなりしたら水溶き片栗粉を加え、と

ろみがついたら火を止める。

③ 器に盛り、お好みで柚子胡椒かわさびを添える。

★ポイント
　とろみが付きにくい場合があるので、野菜と豆腐の水切りはしっかりすると良

いでしょう。さらに薄味にしたい場合は、だし汁を200㎖、しょう油とみりんは

小さじ3ずつにします。柚子胡椒を効かせて食べれば、薄味も気になりません。

◎材料 （4 人分）

えび ……………………… 200g

チンゲン菜 ……………… 2株

豆腐（絹） ………………· 2丁

生姜 ……………………… 2片

片栗粉 …………………… 小さじ 4

柚子胡椒 orわさび ……· 適宜

　 だし汁 ……………… 300ml

 　しょう油 …………… 小さじ 4

　 みりん ……………… 小さじ 4

Ａ

　国際交流員のソフィア・マーバクさんが 10月で任期を終えました。ソフィアさんから町民の皆さま　国際交流員のソフィア・マーバクさんが 10月で任期を終えました。ソフィアさんから町民の皆さま

へお別れのメッセージが届きましたのでご紹介します。へお別れのメッセージが届きましたのでご紹介します。

See you againSee you again,, Friends! Friends!

ソフィア ・ マーバクソフィア ・ マーバク

Sofia MarbachSofia Marbach

アメリカ　オレゴン州

フッドリバー市出身

　鶴田町で過ごした時間に心より感謝しています。

鶴田町の田んぼやりんご畑、岩木山、そしてこちら

でできた友達も大好きです。鶴田町は本当に素晴ら

しいところで、アメリカに帰るのがとても辛いです。

生徒たちに別れを告げるのも本当に悲しいです。幼

稚園、小学校、高校で英語を教え、中学生大使をサ

ポートし、公民館での英会話教室では大人の皆さん

と英語を練習することができ、さまざまな年齢の方々

に英語を教える機会を得られたことを幸運に思いま

す。皆さんと一緒に働くことができ、本当に感謝し

ています。

　鶴田町では一生忘れられないたくさんのことを学

びました。皆さんが季節ごとの特別な瞬間を大切に

している姿が大好きです。そして、日本人が持つ思

いやりと敬意の心を尊敬しています。私たちの姉妹

都市の絆がこれからも深く続いていくことを信じて

います。お互いから学び合えたことに感謝していま

す。アメリカに帰ってからも日本語の勉強を続ける

つもりです。

　私はカリフォルニア州サンフランシスコで新しい

一歩を踏み出します。楽しみでもありますが、今、

鶴田町を離れるのは本当に悲しいです。これからも

学び続け、努力を続けてください。将来、鶴田町に

戻り、皆さんとまた英語を一緒に練習できる日を楽

しみにしています。頑張りましょう！
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秋の恵みを園児たちが味わう
観光ぶどう園　収穫体験

　こども園つるのこの園児たち観光ぶどう園に招か

れ、旬を迎えたスチューベンの収穫体験を行いました。

　収穫体験は成田義弘さんの園地で行われました。園

児たちは成田さんから収穫方法を教わり、枝からぶら

下がったスチューベンの房を片手で持ちながら、はさ

みを使って慎重に収穫していました。収穫体験を終え

た園児たちはその場でもぎたてのスチューベンを味わ

い、甘さに感動していました。

　成田さんによると今年のスチューベンは夏の暑さや

雨の降り方から、糖度がより高く仕上がったそうです。

　町国際交流会館で、コロナ禍で成人式が中止となっ

た 2020 年度の新成人を対象に「二十五歳の集い」が

開催されました。

　この日、会場には華やかな衣装やスーツを着た 52

人が参加し、久しぶりの再会を喜び、互いの近況を語

り合っていました。式典では相川町長が「困難な時期

を乗り越え、自分の道を進んできた皆さんには、言い

尽くせない努力と成長があった」と式辞を述べました。

　式典後には同窓会が開催され、食事を囲みながら思

い出話に花を咲かせていました。

コロナ禍で中止　5 年遅れの成人式
令和７年度　鶴田町 「二十五歳の集い」

9
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　鶴田小学校6年生が小学校駐車場で昔ながらの道具

を使って、自分たちで育てた稲の脱穀に挑戦しました。

　米作り体験を通し、米の良さや大切さを知ってもら

うため町学校運営協議会が企画。今回脱穀するのは児

童たちが6月に自分たちの手で田植えをした「あかり

もち」の稲です。脱穀には歴文化伝承館で展示されて

いる足踏み式の脱穀機を使い、子どもたちは脱穀機の

歯の隙間に稲穂の束を入れて機械を回転させながら、

穂先からもみを取り分けていました。慣れない作業に

苦戦しながらリズムよく足踏みをして、機械を動かし

ていました。

自分たちで植えた稲の脱穀に挑戦
鶴田小学校６年生　米作り体験 （脱穀）

9
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足踏み式の脱穀機を使う小学生たち

収穫体験を楽しんだ園児たち

　暑かった夏がようやく終わり、いよいよ収穫の時期を迎えました。

この駄文が掲載されるときには無事収穫を終えているはず！

　さて、ジブリのプロデューサー鈴木敏夫氏は、仕事の流儀を仕事を

「祭り」に変えることと語っています。日々の業務を単なる仕事では

なく、皆で盛り上がり、一体感を持って取り組む「お祭り」のようにす

ることで、自然と活気と創造性が生まれるという考え方です。

　これは農作業にも共通すると思っています。特に「収穫」について

は 1年間の作業の集大成。「祭り」濃度高めです。この「収穫」という祭

りをいかに楽しみながらできるか、作業を単なる作業としてではな

く、皆で盛り上がり、一体感を持って取り組む「お祭り」のようにして

活気と創造性を生み出せるか。先ず隗より始めよ、ということで歌い

踊りながら収穫しています。

Vol.94 （筆：葛西 忍）

▲スチューベンを収穫する葛西さんのジブリ風イラスト

集合写真を撮る参加者たち

Facebook

　地域おこし協力隊の

活動内容は、各種 SNS

でも確認することがで

きます。
Instagram
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広報に掲載したあなた（家族）の写真を差し上げます。希望する人は、企画交流課計画係（☎0173-22-2111）へ連絡してください。

　鶴田消防署が廻堰大溜池で水難救助訓練を行い、水難救助

事案発生時の救出方法や資器材の取り扱いを確認しました。

　鶴田消防署では定期的に水難救助訓練を行い、技術の向上

に努めています。今回は観光客がため池に落ちたことを想定。

潜水士の資格を持った水難救助隊員が一般隊員を指導し　救

命ボートを使用し、要救助者に近づき意識があるかを確認し、

その状況にあった救助法を訓練していました。

　水難事故救助は、装備がない状態では訓練を受けた人でも

危険です。事故発見時は水に入らずに通報し、浮き輪などの

浮力のあるものを要救助者に投げて渡してください。

観光客を水難事故から救う
鶴田消防署水難救助訓練

9
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要救助者に浮き輪を投げる隊員

　9月 7日（日）、第 33回青森県民駅伝競走大会が青

森市内で開催され、県内 40市町村のランナーが健脚を

競い合いました。

　鶴田町からは、下記の 9名の選手が出場しました。

選手たちは日頃から鍛え上げてた健脚でたすきをつな

ぎ、県観光物産館アスパムからカクヒログループアス

レチックスタジアムまで 9区間 26.1kmのコースを走り

きりました。鶴田町の最終順位は町の部で14位でした。

総合タイム ： 1 時間 37 分 02 秒　町の部　14 位

区間 ・ 距離 氏名

第1区 3.8km 男子 (中学生） 棟方　二斡

第2区 1.1km 男子 (小学生） 工藤　　陸

第3区 1.1km 女子 (小学生） 坂田　優杏

第4区 5.0km 男子 (高校生以上） 福田　　歩

第5区 3.4km 女子 (中学生以上） 棟方　怜良

第6区 3.1km 男子 (�中学生 or35歳以上） 相馬　新大

第7区 4.4km 男子 (高校生以上） 松江　伶恩

第8区 1.7km 女子 (中学生以上） 長内　百桜

第9区 2.5km 男子 (中学生） 棟方　　慎

第33回青森県民駅伝競走大会第33回青森県民駅伝競走大会

【１】鶴田町上空からの素晴らしい景色を空から楽しみませんか

10月 25日（土）・26日（日）午前 6時～午前 9時、ツルタラボのグラウンド

で【熱気球係留体験会】を開催します。ロープでつながれた気球が上空 30

ｍほどの高さまで上がります。ご年配者からお子さんまで多くの方に楽し

んでいただければ嬉しいです。（事前予約制。定員に達した時はお許しを）

■問：ポスターチラシの QRコードか☎080-3191-7572まで

【２】有楽町で【あおもり移住フェア】に参加します

10月 19日（日）東京・有楽町『東京交通会館』で開催されるフェアに参加

します！県内から 33 の市町村が参加して行われる大きな移住イベントで

す。現役協力隊もこのフェアがきっかけで移住を決めたというご家族がい

るという大切なイベント。首都圏にお住いのお知り合いにぜひお知らせく

ださい！

Vol.9５ （筆：毛利精悟）

１Fでは物産展も。毛利は 1・2F担当

Facebook

　地域おこし協力隊の

活動内容は、各種 SNS

でも確認することがで

きます。Instagram
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日時：11月15日（土）9:00～ 18：00、16日（日）9：00～ 15：00

会場：公民館、体育センター　ほか

第42回鶴田町町民文化祭 ・ いのちのまつり第42回鶴田町町民文化祭 ・ いのちのまつり

▼町民文化祭▼町民文化祭

　イベント盛りだくさんの町民文化祭・いのちのまつりが開催されます。

　イベント内容など、詳細については決定後に毎戸配布でお知らせします。

日時：11月15日（土）9:30～ 16：00、16日（日）9：30～ 15：00

会場：鶴遊館

▼いのちのまつり▼いのちのまつり

■ 町民文化祭　　鶴田町教育委員会　社会教育係　☎ ： 0173-22-2111 （内線211）■ 町民文化祭　　鶴田町教育委員会　社会教育係　☎ ： 0173-22-2111 （内線211）

■ いのちのまつり　子ども健康課　健康推進係　　　　☎ ： 0173-22-2111 （内線131）■ いのちのまつり　子ども健康課　健康推進係　　　　☎ ： 0173-22-2111 （内線131）

下山学園高等学校会場

日時 11月1日 （土）

　　　 2日 （日）

9 ： 30 ～ 15 ： 00

9 ： 00 ～ 13 ： 30

①出来る限り内履きをご持参ください。

②飲食は決められた場所でお願いします。

③写真および動画等の個人のSNSへの投稿は行わないでください。
諸注意

下 学 祭下 学 祭

入場
無料

下 山 学 園 学 校 祭

※�お車の駐車については、本校駐車場および臨時駐車場として鶴田町役場駐車場をご用意しております。

　本校⇔役場間の送迎バスもありますので、ご利用ください。

イベント内容

●ホームルーム展示

●ステージパフォーマンス

●カラオケ ・ 腕相撲大会

●早飲み大会

●イントロクイズ

※詳細ついては、学校ホームページまたはInstagramにてご確認ください。

●鶴田町フォトコンテスト開催

●キッチンカー販売各種

●モルック体験

●�下学マルシェ

　（地元企業商品や野菜等の販売）

●ワークショップ （土曜のみ）

● PTA 食堂 （日曜のみ）

●ドローン体験 （日曜のみ）

●大抽選会 （日曜のみ）


